
 

 

 

 

感謝と引き継ぎ 「３月」 
校長室にある胡蝶蘭が３年目の今年もたくさん蕾を膨らませ始めました。 

３月に入りました。６年生にとっては、小学校生活６年間の

最終月です。 

３月２日水曜日、６年生を送る会が行われました。 

これまで、自分たちをリードしてくれた６年生へ、お祝いと

感謝、一緒に過ごせた喜び、これからもずっといい先輩でいて

ほしいという願い、このたくさんの思いを伝えたいと、練習し

てきた言葉と出し物を披露しました。改修のため体育館を使え

る時間はわずかしかありませんでしたが、思いを届けようと一生懸命学年ごとに声を合わせ、

心を合わせ発表していました。 

その一生懸命さ・思いは、６年生にも、また私たち教師にも十分伝わり、思わず目がうる

んでしまった６年生や先生もいました。 

最後に５年生と６年生が一緒に歌った「風を感じる街

yokosuka」と「世界がひとつになるまで」の歌声は、今度は、

１年生から４年生の子供たちの心に大きく響いたようで、皆、

じっと５・６年生を見つめ、聞き入っていました。 

６年生からの大きな大きなエールと「長井小学校の伝統を、

引き継いでいってほしい」という言葉に、５年生が力強く答え、

長井小学校を創るバトンをしっかり受けとめてくれました。 

 

この６年生を送る会を含め、今年度も、本校の様々な活動に皆様のお力をい

ただきました。学校行事はもちろん、各学年・学級で行う学習活動に、子供たちの

発表の〝応援団〟として、校外学習における安全確保のためのボランティア等として参加い

ただき、子供たちは、安心と励ましをいただくことができ、とても心強かったと思います。 

お家の方々のご理解とご協力を頂くことで、学校としましても、円滑に学校運営を進める

ことができました。感謝申し上げます。ありがとうございました！ 

今年度の卒業式が１８日（金）に、修了式が２５日（金）に控えています。インフルエン

ザの広がりが心配されますが、無事にそして子供たちにとって心に残る日として今年度最後

の日が迎えられるよう毎日を大切に過ごし、４月からの来年度につなげていこうと思います。 

 

 

にっこり☆しっかり！ 

平成２８年(2016 年）３月 横須賀市立長井小学校 

校 長  渡辺  文         ＮＯ．１１ 

連絡先 電話 ８５６－１２９９ 

 



平成２７年度学校評価 
 

学校評価アンケートにご協力いただきありがとうございました。 

児童 

設

問 
質問内容 そう思う 

少しそう

思う 

あまり思

わない 
思わない 

1 学校目標を知っている。 
49% 30% 11% 10% 

46% 34% 13% 7% 

2 学校や学級は楽しい。 
53% 34% 8% 4% 

54% 30% 11% 5% 

3 学校の中は、きれいで使いやすい。 
21% 49% 25% 4% 

28% 43% 22% 7% 

4 先生は、わかりやすく勉強を教えてくれる。 
65% 29% 4% 1% 

39% 44% 12% 5% 

5 
先生は、命を大切にする心、人を思いやる心、社会のルールを

守ることの大切さを教えてくれる。 

69% 24% 4% 2% 

62% 29% 8% 1% 

6 
学校や学年、学級のこまった問題について、先生やふれあい相

談の人にいろいろな相談や話ができる。 

33% 33% 20% 13% 

30% 36% 22% 11% 

7 
学校生活のきまりについて、どの先生も同じように注意をして

いる。 

48% 31% 13% 7% 

45% 37% 14% 4% 

8 
先生は、地震や津波・火事が起きた時や、不審者などからの身

の安全について教えてくれる。 

74% 21% 3% 1% 

76% 18% 5% 2% 

9 
先生は、努力したことや、できるようになったことを認めてく

れる。 

55% 34% 7% 2% 

52% 37% 9% 3% 

10 
通信簿「のびよワカシ」は、自分のできたことや、がんばらな

ければならないことがよくわかる。 

67% 24% 7% 2% 

68% 26% 5% 2% 

1１ 自分からあいさつができる。 
52% 34% 10% 4% 

51% 34% 11% 4% 

１2 家の人に学校のことをよく話す。 
49% 25% 17% 8% 

50% 29% 14% 6% 

１3 相手が傷つくような言葉は、使わないように気をつけている。 
46% 36% 12% 5% 

44% 37% 13% 5% 

１4 
自分の物をなくさない工夫（名前を書く・整理整頓など）をし

ている。 

44% 32% 16% 7% 

25% 51% 21% 2% 

１5 家に帰ってから、自分から勉強に取り組むことができる。 
40% 30% 16% 12% 

40% 36% 15% 9% 

上段：今年度 

下段：昨年度 



保護者 

 

 

設

問 
質問内容 そう思う 

少しそう

思う 

あまり思

わない 
思わない 

1 
学校は、教育目標や方針、教育活動に関する情報を、分か

りやすく伝える努力をしている。 

42% 45% 13% 0% 

38% 53% 8% 0% 

2 学校は、学習に取り組むための環境づくりに努めている。 
42% 47% 11% 0% 

44% 46% 9% 1% 

3 学校は、分かりやすい授業をするように努めている。 
34% 53% 12% 1% 

38% 50% 10% 1% 

4 学校は、協力して子供達の指導にあたるように努めている。 
43% 44% 12% 0% 

47% 39% 12% 1% 

5 
学校は、子供達の学習や学校生活、心身の健康などについ

ての相談に、適切に応じている。 

40% 44% 13% 2% 

47% 41% 10% 1% 

6 学校は、問題が起こった時には、迅速に対応してくれる。 
41% 42% 12% 4% 

45% 37% 14% 2% 

7 
学校は、お便りや面談などで、子供達の日常の生活の様子

を分かりやすく伝えるように努めている。 

52% 39% 9% 0% 

55% 32% 10% 2% 

8 
学校は、防災・不審者侵入などに備えた指導や対策をとっ

ている。 

44% 43% 11% 2% 

40% 39% 16% 3% 

9 通信簿は学習の成果や課題が分かるようになっている。 
39% 43% 16% 2% 

41% 40% 18% 1% 

10 
学校は、子供達に命を大切にする心や社会的ルール・マナ

ーを大切にしようとする態度を育てようとしている。 

33% 48% 17% 3% 

38% 46% 13% 1% 

1 お子さんは、学校へ行くのを楽しみにしている。 
60% 31% 8% 1% 

66% 24% 8% 2% 

2 お子さんは、学校の事をよく話してくれる。 
51% 33% 15% 2% 

49% 33% 15% 3% 

3 
お子さんは、クラスや学年、その他で友達となかよく活動

できている。 

61% 31% 7% 1% 

65% 27% 7% 1% 

4 
お子さんは、自分から進んであいさつをしたり、言葉づか

いに気をつけたりすることができる。 

25% 50% 22% 3% 

25% 51% 21% 2% 

5 お子さんは、家の手伝いを進んでしている。 
26% 42% 24% 7% 

28% 43% 22% 7% 

上段：今年度 

下段：昨年度 



【学校評価アンケートの結果から】 

 昨年度との比較から分析してみました。 

取組の成果と思われる項目 

≪児童≫ 

１．学校目標を知っている。 

 ２．学校や学級は楽しい。 

 ４．先生はわかりやすく勉強を教えてくれる。 

 ５．先生は、命を大切にする心、人を思いやる心、社会のルールを守ることの大切さを教 

えてくれる。 

 

特に、児童のアンケートにおいて、「先生は分かりやすく勉強を教えてくれる」が、昨年度

の結果と比べ、１１％上がり約９５％の児童が肯定的な評価をしています。これは、小中一

貫教育の研究を進めながら、分かりやすく学習したことが身につく授業づくりを日々工夫し

ている結果と思われます。 

 

≪保護者≫ 

７．学校は、お便りや面談などで、子どもたちの日常生活の様子をわかりやすく伝えるよ 

うに努めている。 

 ８．学校は、防災・不審者侵入などに備えた安全指導や対策をとっている。 

 

昨年度保護者アンケートから課題と捉えられた、上記内容に関しては改善が見られ、学

校・学級通信を通してお伝えしたことにより、子供たちの様子や学校の取組を知っていただ

くことができたのではないかと思います。 

 

今後の課題と思われる項目 

児童アンケートにおいて良好であった「４（保護者では３）先生はわかりやすく勉強を教

えてくれる。」「５（保護者では１０）．先生は、命を大切にする心、人を思いやる心、社会

のルールを守ることの大切さを教えてくれる。」の項目について、保護者アンケート結果と

比べると、肯定的な評価が多いものの、子供たちの評価と少し〝ずれ〟があると捉えられま

す。今後も、日々の授業改善を進めるとともに、授業参観、コミコミスクール等の機会を有

効に生かし、積極的に授業の様子や子供たちの日常を見ていただくようにしていきたいと思

います。懇談会もより有意義な時間となるよう工夫していきたいと思います。 

 

また、「問題が起きた時に、迅速に対応してくれる」「困った時に相談や話ができる」など

の項目では、「問題や困ったことがない人にとっては評価しにくい」とのご意見も頂きまし

たので、次年度この項目の評価の仕方について検討していきたいと思います。 

お忙しい中、ご協力いただきありがとうございました。 


